
 

 

『時  事  直  言』No.1350 2019 年 10 月 3 日  

時事直言ホームページ： http://chokugen.com 

時事直言  携帯サイト： http://mobile.chokugen.com 

FAX： 03-3956-1313  

 

潜水艦発射弾道ミサイル（SLBM/Submarine-Launched Missile）  
 

北朝鮮は 9月 29日半島中部から日本の EEZ（排他的経済水域）へ数発の飛翔体を発射したと日

本の各メディアは報道したが、実際は北朝鮮の国営放送が発表した通り飛翔体はどこからでも発射出

来る SLBM で、敵により一層の脅威を与える。 

9/29 の SLBM 発射についてトランプ大統領は 2 日前の 9/27 に認識しており、いわば容認していた

ことになる。 

本誌で何度も述べているように北朝鮮問題を含め、貿易戦争、通貨戦争、サウジ石油施設爆破は

すべてアメリカの内戦波及に他ならない。 

9 月 5 日頃に米朝高官による米朝協議が模索されている最中に北朝鮮が SLBM を日本海に向け

て発射したことは米朝協議を阻害するものだと言う報道は間違いである。 

より高度な脅威を持つ SLBM を日本海に向け発射した目的はトランプの前に立ちはだかる軍産（軍

部を中心とした現行勢力）に脅威を与える、いわば金正恩のトランプに対する配慮でもある。 

トランプは、ボルトン（軍産強硬派）を安全保障大統領補佐官に任命し軍産の意向に沿うかに見せ、

米朝交渉が始まる前に解任した。 

トランプは軍産が主張するような経済制裁と軍事圧力で北朝鮮非核化を進めるつもりはないことを金

正恩に示し、金正恩は SLBM で軍産に脅威を与えトランプに応えた。 

朝鮮半島非核化の目的は北朝鮮の脅威を解消することによって軍産が固執する在韓米軍撤退にあ

る。 

トランプが「金正恩はいい男だ」と言うのは、まんざらお世辞ではない。 

トランプが軍産に押されて身動き出来なくなると金正恩は必ず手を差し伸べる。 

金正恩にしてみれば北朝鮮の運命はトランプにかかっているからだ。 

軍産が主張する「検証可能で、後戻り出来ない、完全非核化」（CVID）の実現は金正恩体制壊滅

以外にはあり得ない。 

トランプと金正恩は、米韓軍事演習など軍産の抵抗を押さえながら段階的核廃絶に沿った経済制裁

解除を進めようとしているが、やがてトランプはすべてを中国に任せることになる。 

日本は毎日起きる出来事の裏にある真実を知ることなく流されている。 

（私は欧州でのセミナーで Truths behind superficial facades と言って解説している） 

日本は最後に損をするか得をするかわからない。 

「知らぬが仏」の「仏」はありがたいことだからきっと得をするだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

時事評論家 増田俊男 

「時事直言」の文章及び文中記事の引用をご希望の方は、 

事前にマスダ U.S.リサーチジャパン株式会社（FAX：03-3956-1313）までお知らせ下さい。 

増田俊男の「ここ一番！」大好評配信中！ 
現在、増田俊男の「ここ一番！」を FAX 又は e-mail にて配信しております。詳しいご案内、お申込み

についてはマスダ U.S.リサーチジャパン㈱Tel：03-3956-8888、HP：www.chokugen.com まで。 

【最近の配信履歴】 
〇10 月 03 日（木） No.922 短期勝負士へ 
〇10 月 02 日（水） No.921 日米株価下げ基調開始 
〇10 月 02 日（水） No.920 10 月は下げ相場！ 
〇10 月 01 日（火） No.919 上がるか下がるか？ 


